様式第２号（第８条関係）
（表）
事業計画書
１　事業名称
	事業名称
	


２　提案事業の内容及び実施方法
	⑴　事業目的・必要性
	

	⑵　事業内容
※　実施体制や実施手法を含めて記入

	


３　協働の必要性
	⑴　市の担当課
	

	⑵　協働する意義・必要性
	[市民のメリット：市民へのサービスや解決される課題]



	
	[団体のメリット：市が持つ情報発信の活用や信頼性]



	
	[市のメリット：団体が持つ専門性やノウハウ]



	⑶　役割分担
	提案団体
	

	
	市担当課
	担当課名[　　　　　　　　　　　　　　]

	
	
	協力・連携方法を記載してください。
□市の広報に、事業を掲載してもらう。
□共同で主催する。
□その他

	⑷　地域の団体との連携
	


※　市担当課との協働ができない場合は、この事業の対象外となります。
（裏）
４　協働の成果・効果
⑴　期待される具体的な成果や市民、地域への波及効果及びその測定方法
	（成果目標値：　　　　　　　　　　　　　　　）


※　できるだけ数値で具体的に記入してください。
⑵　持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）との整合性
	


※　該当する目標番号をお書きください。
⑶　事業の成果の活用方法、将来の展開
	□　実施年度以降も提案型協働事業で実施
□　提案事業以外での方法で協働を継続
□　団体が単独で実施
□　終了する
□　その他（　　　　　　　　　　　　　）


５　その他：事業アピール（この事業の実施の際、団体の特徴や専門性、これまでの実績、提案や事業実施に向けたアピールなど。）
	


６　事業実施スケジュール（スケジュール、人員配置など時系列、箇条書きで具体的に記入してください。）
	時期
	内容

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	

	
	


